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作成日 2025年 8月 12日  

（最終更新日 2025年 8月 12日） 

「情報公開文書」（Webページ掲載用） 

                  
 

課題名：スポーツ選手のジャンプパフォーマンスに関連する身体機能についての検討 
 

 

１．研究の対象 
V リーグに所属する健康な男子バレーボール選手 17 名であり、通常の競技活動を行っている

成人アスリートを対象とします。 

２．研究期間 
 研究機関の長による研究実施許可後〜2026 年 12 月 1 日 

３．試料・情報の利用及び提供を開始する予定日 
当院で試料・情報の利用を開始する予定日及び外部への提供を開始する予定日は以下の

通りです。 

利用開始(予定)日：2025年 11月 1日 

提供開始(予定)日：2025年 11月 1日 

 

４．研究目的 
本研究の目的は、V リーグに所属する男子バレーボール選手を対象に、ジャンプパフォーマン

ス（垂直跳躍高）と、動的バランス能力（Y バランステスト）および着地安定性（LESS スコア）との関

連性を探索的に検討することです。 
 ジャンプ動作はバレーボール競技において極めて重要であり、そのパフォーマンスには単なる筋

出力に加え、バランス制御や着地時の運動制御といった身体機能が複合的に関与しています。本

研究では、ジャンプパフォーマンスを軸とし、Y バランステストや LESS といった簡便な評価指標が

その能力とどのように関連するかを明らかにすることで、競技現場における傷害予防およびパフォ

ーマンス評価のスクリーニング手法としての有用性を検討します。 
 

 

５．研究方法 
本研究は診療や研究を目的として実施されたものではなく、既に日常的なコンディショニング評価

の一環として取得されていた動作・測定情報を用いた、後方視的な観察研究です。 
当該データは、研究者がサポートする V リーグ所属の男子バレーボールチームにおいて、年 1 回

のメディカルチェックとして、選手の通常の練習時間帯にチーム体育館内で実施されたものであり、

すべて競技活動の一環として別日に取得された評価データです。 
測定内容は、Y バランステスト（YBT）・垂直跳躍高・着地動作（LESS）の 3種類であり、それぞれ異

なる日に実施されました。 
YBT は専用器具または代替器具（テープ＋メジャー）を用いて、前方（ANT）、後外側（PL）、後内

側（PM）の最大到達距離を測定し、各距離を下肢長で正規化して Composite Score を算出しまし

た。 
垂直跳躍高は、ジャンプ-MD（デジタル垂直とび測定器）を用いて、2 回のジャンプ試行のうち高い

方の記録を最大値として採用しました。 
LESS は、30cm の台からジャンプし、身長の 50%の距離に向かって両脚着地する動作を正面・側

面の 2 方向からビデオ撮影し、3 名の評価者が LESS 簡易スコアリングシートに基づいて独立にエ

ラー項目を評価しました。各項目のスコアは、3 名中 2 名以上がエラーと判定した場合に該当項目

を採用する「多数決方式」により決定しました。評価はすべて別室にて、ビデオ映像に記載された

被験者識別番号以外の情報を遮断したブラインド下で行われました。 
本研究では生体試料（血液・唾液など）の取得は一切行わず、使用する情報は YBT スコア、跳躍

高、LESS スコア、および下肢長などの身体計測値に限定されます。これらの情報を匿名化のうえ、

統計解析ソフトを用いてジャンプパフォーマンスと各機能指標との関連性を後方視的に検討します。 
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使用機器には YBT 器具、ジャンプ-MD、30cm 台、メジャー、撮影用カメラ（2 台）、LESS 簡易スコ

アリングシートなどが含まれます。 
 

 

６．研究に用いる試料・情報の種類 

本研究で用いる情報は、研究者がトレーナーとして帯同するVリーグ所属チームにおいて、年 1回
のメディカルチェックの一環として、競技活動に関連した健康管理目的であらかじめ取得されてい

た動作・測定情報であり、研究を目的として新たに取得したものではありません。また、既存の診療

情報や生体試料（血液・唾液など）は一切使用しません。 
使用する情報は、Yバランステストにおける各方向の到達距離（ANT、PL、PM）、垂直跳躍高（ジャ

ンプ-MD による測定値）、LESS スコア（ビデオ撮影に基づくエラー数）、および足長などの身体計

測値です。LESS スコアは、3 名の評価者によるブラインド評価のうち、2 名以上がエラーと判定した

項目を採用する多数決方式で算出されました。 
これらの情報には、氏名、住所、生年月日などの直接的な個人情報は含まれず、すべて研究用 ID
（識別コード）を付与して管理されます。研究用 ID と被験者個人を対応づけるリスト（対応表）は研

究責任者が厳重に管理し、第三者がアクセスできない環境下に保管します。 
LESS で使用するビデオ映像は、顔を映さず身体動作のみを記録する構図とし、映像にも研究用

ID のみを付しており、個人を特定可能な情報は一切記録されていません。 
取得された情報は、すべて匿名化・コード化された状態で統計解析に使用され、解析後は適切に

破棄または保管されます。これにより、容易照合性のある個人情報として適切に管理されており、

個人情報保護法に基づいた安全管理措置を講じて、研究の透明性と被験者のプライバシー保護

を確保しています。 
本研究では、ゲノム情報やバイオマーカー解析は行わず、指紋・顔貌・虹彩などの個人識別符号

にも該当しない情報のみを取り扱います。研究用 ID の付与、情報の加工および保管管理は、自

機関の倫理規程および情報管理規程に則って適正に実施します。 
 

７．外部への試料・情報の提供 
該当なし 

 

８．外国にある者に対して試料・情報の提供する場合 
該当なし 

９．研究組織 
本学単独研究 

研究責任者：羽田 康司 

 

１０．利益相反（企業等との利害関係）について 
利益相反なし 

 

１１．本研究への参加を希望されない場合 
患者さんやご家族（ご遺族）が本研究への参加を希望されず、試料・情報の利用又は提供

の停止を希望される場合は、下記の問い合わせ先へご連絡ください。すでに研究結果が公

表されている場合など、ご希望に添えない場合もございます。 

 

 

１２．お問い合わせ先 

 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出ください。 
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また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  当院における照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

   

担当者の所属・氏名：筑波大学附属病院リハビリテーション部 担当 山内淳平 

住所 ：茨城県つくば市天久保 2-1-1 

連絡先： リハビリテーション部電話番号 029-853-3795（内線 3795） 
（対応可能時間：平日 9～17 時） 

 

当院の研究責任者：筑波大学附属病院 医学医療系 臨床医学域 羽田 康司 

   

 


